
                                  

これまでの質問  

〇 遊女歌舞伎についてー都おどり・鴨川踊り関係ある

か？ 

  １８７２年の京都博覧会の余興として舞踊会をもったの

が始まり 

〇 メタバースの世界で伝統芸能を楽しむ方法 

  狂言・幸若舞・岩見神楽など 

〇 ２４０番ある能の作者は？ 

  現行演目の約２４０曲のうち、作者の確定できる演目は

全体の２～３割程度。観阿弥・世阿弥・観世元雅・金春禅

竹・宮増・観世信光・金春禅凰・観世長俊 

〇 現代の松竹がやっている興行は江戸期においては？ 

  芸能興行の仕組み  ≪名代≫＝幕府公認の興行権のこと 

  興行権の保有者＝名代主（借りる）・劇場の保有者＝芝居主（契約）→１年ごとに芸団を編成  

芸団の経営者＝座元 

人形浄瑠璃 

１６世紀：三河地方で盲人音楽家の語り物として 

琵琶・扇拍子を伴奏として語られていた。 

矢作の長者の娘・浄瑠璃御前と牛若丸との恋物語を語る

「浄瑠璃姫物語」が好評になる。 

浄瑠璃に合わせて人形を操るのが「人形浄瑠璃」 

太夫・三味線・人形遣いの「三業一躰」―息を合わせて

表現する総合芸術 

＊ 太夫  

初世 竹本義太夫（１６８４年、竹本座） 

床本を見て浄瑠璃を語る、「語る」―老若男女・善人・悪人などあらゆる人物になりきる。すべての台詞・

仕草・情景描写・物語の背景などを一人で語り分ける 

＊三味線 

   人形浄瑠璃で使うのは幅のある力強い音色を特徴とする「太棹」の義太夫三味線 

   厚く重い撥（バチ）―こすったり・はじいたり・たたきつけたり・重厚な音・細い音・暑さ寒さを感じさせるな

ど多彩な表現がなされる 

伝統芸能から人間ドラマを楽しむ   特別短期講座 

 

テーマ  ： 第６回 人形浄瑠璃『曾根崎心中』～葛藤の果てに 

日  時 ： 2023年１０月１１日  ９：４５～１１：４５ 

講  師 ： 北見 真智子 先生   （大阪音楽大学講師・音楽学） 

  

 



＊ 人形遣い  三人遣いの人形 

頭と右手を遣う「主遣い」・左手を遣「左遣い」・

足を動かす「足遣い」 

息を合わせて一つの人形を操る。目線や手先の細

やかな動き・そこに地面があるかのように歩く・立

つ・座るの基本の所作 

 

人形浄瑠璃『曾根崎心中』あらすじ 

平野屋の手代徳兵衛と天満屋の遊女お初は深

い幼馴染。 

友人の九平次に金を貸したが、九平次は借りた

覚えがないと言い張り仲間とともに徳兵衛を

散々な目に逢す。悔しがる徳兵衛は自分の身の

潔白を証明するために自らの命を絶つことを決

心する。 

その夜，お初は徳兵衛のことが気掛かりでな

らず、ふと外を見ると徳兵衛が佇んでいる。

お初は人目を忍んで徳兵衛を店の縁の下に引き入れます。そこへ九平次がやってきました。昼間の一件は

徳兵衛に非があることを言いふらしているのです。九平次の様子を見たお初は，縁の下に隠れている徳兵

衛に足で覚悟を問いかけます。徳兵衛はお初の足首を自分の喉にあてて死を覚悟していることを伝えま

す。お初も徳兵衛とと

もに命を絶つことを決

意する。深夜二人は天

神の森へと向かってい

くのでした。 

 

『天神の森の段』 

来世で夫婦にと誓い 

 命を絶つ  

 

 



午後のクラス活動   

『能勢浄瑠璃鑑賞会』  

幸会（みゆき会）さま 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

（担当 千種） 

能勢浄瑠璃 幸会のみな様 

浄瑠璃開催にあたりまして色々ご足

労おかけいたしました。感謝申し上

げます。 

本当に素敵な浄瑠璃ありがとうござ

いました。とても感動いたしました。 

 


